
2025年度

本科コース　小６ 本科コース　　中３

週2回各120分・実力テスト年2回 週2回各120分・実力テスト年2回 週1回180分・実力テスト年1回

stepⅠ

週2回各150分・実力テスト年5回

　西宮教室特進コース（週１回３時間)

　　中１〜高３も開設しています。

週1回150分・実力テスト年3回 週1回180分

   1 教材　

2 実力テスト　 ：各学年、主に春・夏、年１〜５回実施。既習事項の全範囲から出題。学年一斉試験で自分の位置を知ることができ、クラス編成の際の有力な資料となる。

　　 3 成績表　　　 ：各学期間に実施したテストの平均点、出欠状況、担任所見等を記入し、毎学期末に通知する。

　　　4 学年行事と休暇　　　　 ：中１：暗唱大会（11月）　中２：訳文コンクール（11月）    ＊初等部・中等部は年１回保護者同伴で懇談を行う。    

夏休み：８月中旬より1〜２週間　　冬休み：12月末より1〜２週間　　春休み：３月末より1〜２週間　（※クラスにより異なることがあります）

：岩野塾編・文法問題集Ⅰ・Ⅱ（中等部）/　岩野塾編・読解テキストBOOK1〜BOOK４（高等部）その他当塾独自の教師手作りによるプリント、各学年・クラスに適

した購読集。

高
等
部

高1 高2 高3

週1回150分・実力テスト年3回

英語の勉強の仕方を身に付ける。高

校英文法の主要な単元を全て学習。

高２からの演習をこなすための基礎

を作る。文法を中心に４技能を高め

る。音読を重視して、それを速読

力・作文力・リスニング力の土台と

する。

さらに高度な英文を速く正確に読む訓練、基本例文に

工夫を加えて英文を作る訓練、また英語で自分の考え

を表現するための技術の習得を主眼とし、バランスの

とれた英語力が身につくようにする。引き続き、語彙

や文法的知識の拡充を毎回の授業に取り入れる。

引き続き良質の英文を精読すると同時に、自ら効果的に情報を発信できるよう、国公

立大2次試験レベルの演習問題を通じて、英作文力を鍛える。語彙の整理、文法の総復

習をしながら大学入試過去問に総合的に取り組む。共通テスト前後からは、ひとりひ

とりの志望校に合わせてきめ細かく指導、添削する。受験指導と同時に、「英語が読

める」「英語で書ける｣楽しさを生涯感じることのできる力を養成する。

中学文法の総まとめに加えて長

文読解練習・・作文・リスニン

グ等入試に備えて総合的な力を

つける。定期テスト対策も行

う。
stepⅠ

中学文法終了を目標に指導。講

読はクラス毎に異なるテキスト

を使用。定期テスト対策も行

う。中１追い上げコース stepⅡ

高校基礎文法を終了。入試を念

頭に置きながら、高校初級レベ

ルの講読、リスニング、自由英

作文等に取り組む。

stepⅡ

当塾の小６・中１先進コースの文法

のカリキュラムに基づいて指導。中

２から本科コースに合流。

中学文法を終え、高校基礎文法

へ進む。講読ではこれを踏まえ

た読み物に取り組む。

初
等
部
・
中
等
部

本科コース　　小５スタート 本科コース　　中１ 本科コース　　中２

週2回各90分・実力テスト年1回 週2回各120分・実力テスト年2回

聞く・話すという音声中心のアプ

ローチによりアクティビティを通し

て楽しく英語を体得すると同時に読

み書きの基礎も身に付ける。宿題や

確認テストにより日々の学習習慣を

確立する。

発音記号指導。小５の学習内容を体

系化し、英語を正しく理解し、表現

できるように文法を取り入れる。多

読、速読、精読を行い、辞書が使え

るようにになり、自立して勉強でき

るようにする。文科省指導要領中学

１〜２年程度の内容を指導。

習熟度別クラスに分かれ、基本的に

文法と講読/リスニングの授業を週

１回ずつ行う。公立中学２年〜３年

前半程度の内容を指導。

習熟度別にstepⅠ、stepⅡの２

コースに分かれる。

多読多聴コース　（小４）

週１回90分・小4から1年間

やさしい英語をたくさん聞いたり読

んだりして、英語を英語のまま理解

できるようになる。小６から本科

コースに合流。

10〜15名程度の少人数制できめ細かい指導

中1で英語を始める人のため
のクラス

岩 野英 語塾豊中教室のシステム表

小5で英語を始める人の
ためのクラス

小4で英語を始める人の
ためのクラス


